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１ 目的と期待される効果 

（１）目的 

   普通科の教育課程において，外国語（英語）に関する各科目の内容をグローバル・リー

ダー育成の目的で編成し直した学校設定教科「グローバルラーニング（ＧＬ）」の中に学校

設定科目として設定することで，グローバルな社会課題について理解を深めるとともに，

自己の考えを深化し，英語によるコミュニケーション能力を身に付ける。  

（２）期待される効果  

    英語の語彙を増やし，英語に対する関心と意欲を高めるとともに，探究心，表現力，コ

ミュニケーション能力等が身に付くことが期待できる。 

 

２ 内容 

次の①・②を学校設定科目として設定する。 

   ① ＧＬコミュニケーション英語（コミュニケーション英語Ⅰの代替） 

   ② ＧＬ英語表現 

 

３ 実施方法 

上記学校設定科目については，代替する科目の内容をグローバルな視点を重視して見直し，

積極的にＩＣＴ機器を活用して，アクティブ・ラーニングを取り入れて実施する。 

  「ＧＬコミュニケーション英語」及び「ＧＬ英語表現」を普通科１～３年次において分割

履修する。  

 

４ 検証評価方法 

（１）普通科生徒及び保護者に対して「グローバル・リーダー」に関するアンケート調査を行

う。１年後，２年後に同様のアンケート調査を実施し変容について分析する。 

（２）実用英語技能検定やＴＯＥＦＬ，ＴＯＥＩＣの受験及び目標レベル達成状況も検証する。

調査結果はＳＧＨ運営指導協議会で検証し評価する。 

（３）教員にもアンケート調査を４月及び年度末に行意識の変容について分析する。 

（４）大学進学実績をこれまでのものと比較検討し，検証評価する。 

 

５ 実施内容 

 

ＧＬコミュニケーション英語 

 

目標 

グローバル化に対応して，英語を通じて言語や文化に対する理解を深め，積極的にコ

ミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り，情報や考えなどを的確に理解した

り適切に伝えたりするコミュニケーション能力を養い，将来のグローバル・リーダーと

して活躍できる能力と資質を養う。 

     

課題研究以外の研究開発１ 

教育課程の編成（外国語） 
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＜内容の取扱い＞ 

    ① 必履修科目「コミュニケーション英語Ⅰ」を代替する科目として実施する。 

    ② 指導に当たっては，「コミュニケーション英語Ⅰ」，「コミュニケーション英語Ⅱ」，

「コミュニケーション英語Ⅲ」の内容等を参照し，内容を発展・拡充させ取り扱う。 

③ グローバル・リーダーを育成する観点から，４つの領域の言語活動を有機的に関連 

    付けつつ総合的に指導する。 

 

（１）授業の概要 

   「ＧＬコミュニケーション英語」の授業は，原則としてオールイングリッシュで展開し

ている。他の科目も含めて，英語の授業における生徒の発話が半分以上である割合は９０％

である。また，ペアワークやグループワーク，ＡＬＴを交えてのディスカッション，ディ

ベート等を取り入れ，課題となっている生徒の英語の話す・聞く力の向上に向けて取り組

んでいる。 

 

（２）授業展開例（課題研究を支える「ＧＬコミュニケーション英語」の取組） 

 生徒がグラフ等を用いながら，英語でＳＧＨ課題研究を発表できるように，ＧＬコミュニケ

ーション英語でプレゼンテーションを実施した。活動では千葉県が千葉観光キャンペーンの一

環として「千葉弁当」を販売することになったと仮定した。各グループが千葉県内の市町村職

員になりきって，その市町村を紹介し，その地域の産物を用いた弁当の中身をグループで考案

し，グラフ等のデータを用いながら提案した。 

 

「ＧＬコミュニケーション英語指導案」 

                                       

１ 実施時期  平成３０年１２月中旬 

２ 対象クラス １年普通科（7 クラス） 

３ 使用教材  教科書 Revised ELEMENT English Communication Ⅰ （啓林館） 

                ワークシート 

４ 単元名   Lesson 8 The Power of Presentation 

５ 単元目標   

（１） 聴衆にとってわかりやすいように工夫しながら，グループでプレゼンテーションをする。 

（２） グラフや図を用いながら，情報や自分たちの考えをグループで説明する。 

（３） 既存の知識を用いたり，文脈から推測したりしながら，東京オリンピック誘致のためのプ

レゼンテーションについての説明文を読む。 

（４） 仮定法の使い方を理解する。  

６ 本時の目標 

（１） 聴衆にとってわかりやすいように工夫しながら，グループでプレゼンテーションをする。 

（２） グラフや図を用いながら，情報や自分達の考えを説明する。 

７ 単元全体の指導計画 

（１） 導入，Part 1（１時間） 

（２） Part 2，3，4（３時間） 

（３） Review, Retelling 

（４） プレゼンテーション準備（３時間） 

（５） プレゼンテーション１（１時間） 

（６） プレゼンテーション２（１時間）本時 

 



92 

 

８ 本時の指導展開 

段階 

（配当時間） 
具体的な評価規準 学習内容・学習活動 指導上の留意点 

導入 

（５分） 

 ・本日の活動，発表の順番，

質問するグループを確認す

る。 

・発表をするとき・聞くと

きの注意点を確認する。 

展開 

（４０分） 

・情報が的確で，根拠が

示され，オリジナルの提

案をしている（情報活用

能力，思考力，創造的提

案） 

・効果的なプレゼンテー

ションができている。

（コミュニケーション

能力） 

・コミュニケーションに

支障のない英語で発表

できている。（英語力） 

・５グループがポスターを用

いて発表する。 

・各発表の後，教員から指名

されたグループが発表に関

して質問するた。 

・発表時間が４分を超える

場合には，発表を速やかに

終わらせるよう指示する。 

・生徒が質問を理解できな

い場合には，パラフレーズ

するなどして支援する。 

まとめ 

（５分） 

 ・発表についてコメントす

る。 

・発表について，良かった

点，今後の改善点，生徒が

使用した英語表現に対し

てフィードバックする。 

 

１０ 評価 

以下のルーブリックを用いて評価した。 

評価項目  評価の観点  評価  

Content 

内容  

Originality, 

Length , the 

Amount of  

Information,  

Persuasiveness  

4 長さは３分以 上 で，聴 衆を引 きつけるイントロダクションで始 まり，オリジナリティに富む。情 報 量は豊 富 で，根 拠に基 づいて説明 されており，

Chiba Bento として是 非採用したいと思わせる説得力がある。  

3 長さは３分 以上でオリジナリティは認められる。  情 報量は十 分で，根拠が示 され，Chiba Bento  に採用したいと思わせる内容 である。  

2 長さは２分以 上だが，オリジナリティにやや欠ける。情報 量はやや不十 分で，Chiba Bento に採用したいと思わせるような根 拠は不十 分であ

る。  

1 長さは２分 未満で，オリジナリティに欠ける。情報量は不 十分で，Chiba Bento に採用したいとは感じられない。   

Cooperation 

Cooperation  3 常に全員が協力して準備 ，発 表に取り組み，役割を均等に担っている。  

2 時々，準備に協力していないメンバーがいる。発表の役割はやや不 均等である。  

1 しばしば準備に協力していない人がおり。発表の役割は不均 等である。  

Delivery 

Volume, Eye 

contact , Posture  

4 声量は十 分で，アイコンタクトをほとんど常にとっており，ビジュアル・エイドを効 果的に使用しながら適 切な姿 勢で話している。  

3 声量はやや不十 分だが，聞き取れる。アイコンタクトは大部分でとっており，ビジュアル・エイドを使 用しながら適 切な姿 勢で話している。   

2 声量は不十 分で，聞きにくい時がある。アイコンタクトはとっていないときが多く，姿勢は不適 切な時がある。ビジュアル・エイドはほとんど使用し

ていない。 

1 声量 は不 十分 であり，聞 こえない。アイコンタクトは全 くとっていない，姿勢 は不適 切である。ビジュアル・エイドは使用していない。発 表の長さ

が２分未満である。  

English 

Pronunciat ion,  

Grammar, Word 

choice  

4 ほぼ常に発音 ・文法は正確で，語 彙や表 現の選択も適 切である。  

3 まれに発音や文法に軽微な誤りがあるものの，コミュニケーションには支障はない。  

2 時々発音や文 法に誤りがあり，一部コミュニケーションに支 障をきたすことがある。発話量が著しく少ない。  

1 発音や文法に誤りが多く，コミュニケーションに支障がある，あるいは発表の長さが２分未 満である。  

Q&A 

 3 発表に対して適 切な質 問をしている。質問に対して適 切に答えている。  

2 発表に対して質問をしている。質 問に対して答えている。  

1 質問できていない。あるいは質問に対して答えられない。          0 質問できない。答えられない。  
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１１ ワークシート 

Performance Test (Group Presentation) 

 

   In Lesson 8, we learned the Power of Presentation, and how to make effective presentations. Now 

it’s your turn to show the power of presentation.  

 

Topic:  

The Chiba Government has decided to sell “Chiba Bento” as the campaign to promote tourism in Chiba 

Prefecture. Chiba Bento will be sold at places which many people visit, such as Narita International 

Airport, Tokyo Disney Resort and La La Port. Chiba Bento will include food around Chiba. Now the Chiba 

Government asks cities and towns in Chiba Prefecture to suggest ideas.  

 

Procedure : 

The teachers decide groups of four people. Your group will choose a city or town 

in Chiba Prefecture  You will research the city/town and their products, and 

will think of an item for Chiba Bento.  

 

Content : 

Your presentation will be about 3 minutes . *２分以下だと減点，４分以上は発表の途中でも止められます。 

You need to  

① introduce the city or town, and  

② propose (an) item(s). （弁当の中身） 

You need to show some data to support your proposal. 必ずデータとしてグラフや

表をポスターに入れること。 

 

 

Visual Aids  

You will show a poster（模造紙半分サイズ，手書き). 

 

Q&A 

The previous group will ask as many questions as possible within 2 minutes. 

2 分間で質問が出なければ，質問できないグループは減点となり，教員が質問します。 

 

参考：手始めに以下のサイトから調べ始めると良い  

 ちばの農林水産物ランキング！（順位別） （千葉県庁ホームページ） 

 https://www.pref.chiba.lg.jp/ryuhan/pbmgm/norin/juni.html  

＊信頼できる情報源からデータは収集しよう。  

 

以上の活動の他，Oxford Press Global Issues （グローバルな時事問題を扱ったリーダー）を

副教材として採用し，時事問題への興味喚起を図るとともに，課題研究発表につながる語句・表現

を学習する機会とした。加えて，発表に向けて，自作のワークシートを用いてグラフや図表を説明

する表現を学習する機会を設けた。さらに，海外研修でのディスカッションに向けて，「話し合っ

たり，意見の交換をしたりする（コミュニケーション英語Ⅰの内容）」活動だけでなく，「情報や考

えについて，話し合うなどして結論をまとめる（コミュニケーション英語Ⅱの内容）」活動にも取

り組んだ。 

グラフや表を示すときには “According to…”等を用いてどこからのデータなのかきちんと示

すこと。 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjF--mz4NXeAhWQFIgKHbjEBSMQjRx6BAgBEAU&url=http://chiba-kun.jp/&psig=AOvVaw1mF47ZDJgyRbt02JKLPFvO&ust=1542349116008532
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiymabO4NXeAhXXP3AKHcydBvgQjRx6BAgBEAU&url=https://www.irasutoya.com/2014/10/blog-post_3.html&psig=AOvVaw2mg9bw2U4Kut3V0y9c7rc1&ust=1542349175032729
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwi36ea459XeAhWGMt4KHUXRDkwQjRx6BAgBEAU&url=https://www.photolibrary.jp/img569/215723_5463915.html&psig=AOvVaw3hmBtMzqYhwJKIBJ4IVtw-&ust=1542351004575327
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjF--mz4NXeAhWQFIgKHbjEBSMQjRx6BAgBEAU&url=http://chiba-kun.jp/&psig=AOvVaw1mF47ZDJgyRbt02JKLPFvO&ust=1542349116008532
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiymabO4NXeAhXXP3AKHcydBvgQjRx6BAgBEAU&url=https://www.irasutoya.com/2014/10/blog-post_3.html&psig=AOvVaw2mg9bw2U4Kut3V0y9c7rc1&ust=1542349175032729
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwi36ea459XeAhWGMt4KHUXRDkwQjRx6BAgBEAU&url=https://www.photolibrary.jp/img569/215723_5463915.html&psig=AOvVaw3hmBtMzqYhwJKIBJ4IVtw-&ust=1542351004575327
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjF--mz4NXeAhWQFIgKHbjEBSMQjRx6BAgBEAU&url=http://chiba-kun.jp/&psig=AOvVaw1mF47ZDJgyRbt02JKLPFvO&ust=1542349116008532
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiymabO4NXeAhXXP3AKHcydBvgQjRx6BAgBEAU&url=https://www.irasutoya.com/2014/10/blog-post_3.html&psig=AOvVaw2mg9bw2U4Kut3V0y9c7rc1&ust=1542349175032729
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwi36ea459XeAhWGMt4KHUXRDkwQjRx6BAgBEAU&url=https://www.photolibrary.jp/img569/215723_5463915.html&psig=AOvVaw3hmBtMzqYhwJKIBJ4IVtw-&ust=1542351004575327
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjF--mz4NXeAhWQFIgKHbjEBSMQjRx6BAgBEAU&url=http://chiba-kun.jp/&psig=AOvVaw1mF47ZDJgyRbt02JKLPFvO&ust=1542349116008532
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiymabO4NXeAhXXP3AKHcydBvgQjRx6BAgBEAU&url=https://www.irasutoya.com/2014/10/blog-post_3.html&psig=AOvVaw2mg9bw2U4Kut3V0y9c7rc1&ust=1542349175032729
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwi36ea459XeAhWGMt4KHUXRDkwQjRx6BAgBEAU&url=https://www.photolibrary.jp/img569/215723_5463915.html&psig=AOvVaw3hmBtMzqYhwJKIBJ4IVtw-&ust=1542351004575327
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１ 目的と期待される効果 

（１）目的 

実用英語技能検定等の取得や海外の人との交流を通して英語力及び英語を用いてのコミ

ュニケーション能力を身に付ける。  

（２）期待される効果  

    国際社会で活躍し，グローバル社会で通用するレベルの英語力が身に付くことが期待で

きる。 

 

２ 内容 

（１）実用英語技能検定（英検）や，ＴＯＥＦＬ，ＴＯＥＩＣ等の英語活用能力テストへの対

策講座を展開する。英検２級は卒業までに全員，英検準１級は５０％の取得をめざす。 

（２）ネイティブの講師や課題研究の指導等で来校する留学生とのコミュニケーションの機会

を増やす。 

 

３ 実施方法 

（１）英検の対策として課業期間の放課後や長期休業を利用した課外講座を開講する。ＴＯＥ

ＦＬやＴＯＥＩＣについても講座を開講し，受験を促す。各自に取得目標と計画を立てさ

せる。 

（２）個別の会話だけでなく，グループミーティングやディスカッションを行う。海外での課

題研究の発表を視野に，ミニプレゼンやインタビュー形式のものを実施する。 

 

４ 検証評価方法 

（１）検定の結果や目標の達成レベルを検証の指標とするとともに，海外での研究発表時の英

語力に対する評価及び自己評価も分析する。 

（２）講師・留学生などによる評価や，アドバイスから改善を図る。 

 

５ 実施内容 

（１）英検対策課外講座 

区分 内容  

面接講座 

一次を合格した生徒対象に，二次試験直前の一週間のうち放課後

等を利用し，面接講座を実施した。個々に時間を設定し，英語科

の教員，ＡＬＴ，外部講師で指導にあたった。 

  

平成３０年度英語検定２級以上取得者数 

項目 
平成３０年度 平成２９年度 

２級 準１級 1 級 ２級 準１級 １級 

２級以上取得者数 ３１５ １１ １ ２３９ ８ ０ 

取得者／在籍 ３３．６％ ２５．２％ 

 

課題研究以外の研究開発２  

英語力，英語を用いてのコミュニケーション能力の育成 
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（２）英語を用いたコミュニケーションの機会 

  ア オランダの高校生との交流 

（ア）日 時 平成３０年５月２日（水） 

（イ）場 所 本校 

（ウ）参加者 ドラードカレッジ生徒（５名）及び本校生徒 

（エ）内 容 展示室等英語で案内，英語の授業での交流，書道体験及び交流 

  イ マレーシアの高校生との交流 

  （ア）日 時 平成３０年１２月１０日（月）午前１１時～午後４時３０分 

（イ）場 所 地域交流施設 

（ウ）参加者 KOLEJ ISLAM SULTAN ALAM SHAH（３５名），同校教員３名，本校１年Ｇ

組（４０名），２年Ｇ組（４０名） 

（エ）内 容 学校紹介，展示室等見学，１年Ｇ組との昼食交流及び授業（ＧＬコミュニ

ケーション英語：英語で日本文化（折り紙，書道，紙相撲，よさこいソーラ

ン）の紹介），２年Ｇ組との授業（ＧＬコミュニケーション英語：マレーシ

アと日本の文化の違いについてディスカッション）及び交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

６ 成果と課題 

（１）英検対策課外講座 

昨年度の１年生から，英検２級を必ず１回は受検することとした。英検対策課外講座に

ついては，面接指導を重視し，ＡＬＴや外部からの講師も指導に加わった。平成２９年度

は，英検２級以上の取得者総数は，２４７名であったが，平成３０年度は１月末現在で３

２７名である。２級取得者数が確実に増えているので今後も対策講座を充実させる。 

なお，３年生は，英検ＩＢＡ２級以上相当の生徒は，２６７名であり，全体の８３．２％

である。 

今後は，英語科教員の負担が大きくならないよう，外部人材の活用を進めたい。 

（２）英語を用いたコミュニケーションの機会 

   本校がオランダ派遣において交流しているドラードカレッジの生徒と，マレーシアの

KOLEJ ISLAM SULTAN ALAM SHAH の生徒との交流を行った。成果については，生徒が英

語を主体的に活用し，英語力を高める契機となっており，有効である。 
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１ 目的と期待される効果 

（１）目的 

地域や同窓会（鹿山会）の組織の中で，グローバルな社会課題の解決に向け活動してい

る団体や支部との繋がりを活かし，グローバル社会の現状や課題について講義や講演を受

けることで，グローバルな社会課題について理解するとともに課題を実感し現実的に捉え

る。 

 

（２）期待される効果  

    多文化共生社会を構築できる人材としての基礎を身に付けることが期待できる。 

 

２ 内容 

（１）佐倉日蘭協会の協力を得てオランダから日本に来ている留学生と交流する機会や，本校

の同窓会のＮＡＡグループ鹿山会（成田空港関連会社に係る同窓会支部）の協力を得て国

際線の外国人機長やＣＡ等と交流する機会を設け，現在のオランダをはじめとしたヨーロ

ッパの経済や国際情勢等について講義や講話を受ける。 

（２）同窓生のなかでも，まだ若手でありながら，地元佐倉の意識が強く，各分野（建築，法

曹，ＴＶ関係等）の第一線で活躍する，国際経験の豊富な方々からも講話を受け，身近に

世界の情報・動向を把握する。 

 

３ 実施方法 

オランダ派遣やイギリス，ドイツ，シンガポール，オーストラリア研修の実施前に，講演

者から世界各国の情勢についてレクチャーを受ける。 

 

４ 検証評価方法 

研修に参加した生徒やその保護者に対して，記名式４択式アンケートを実施し，その結果

と講演者からの評価をもとに検証する。 

 

５ 実施内容 

（１）同窓会との連携 

ア 日 時 平成３１年１月１１日（金） 

イ 場 所 本校地域交流施設 

ウ 目 的 ドイツ及びデュッセルドルフなどに関する情報を得ることにより，ドイツに

関する知識を深める。 

エ 対 象 ２年生ＳＧＨドイツ海外研修参加者（１１名） 

オ 講 師 寒郡 茂樹氏（本校同窓会副会長） 

カ テーマ 「佐倉高校生デュッセルドルフ市訪問に向けて」 

キ 内 容 ビジネスでドイツ各地，特にデュッセルドルフ市に度々訪問し造詣の深い寒

郡氏より，ドイツ人気質や文化，街の様子，商業における見本市の役割，千葉

県とデュッセルドルフ市のつながりなどについてお話しいただいた。また，生

徒の課題研究に関連した質問にも丁寧に答えていただいた。グローバル人材と

して，語学力ももちろんであるが，様々なことにチャレンジし経験を積んで実

課題研究以外の研究開発３  

地域や同窓会との連携 
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務能力を備えていくこと，異文化への理解と共に，自国の文化を深く理解し発

信できることが大事だという激励の言葉をいただいた。 

 

（２）地域との連携 

  ア 地域の小学校との連携 

    「Peace Keeping Project ～若い世代と共に平和について考えよう～」を研究テーマ

としたグループ（２年）が，研究の一環として平和学習に係る模擬授業を地域の小学校

で実施した。また，「皆が安全に暮らせる環境作りとは～点字ブロックを通して福祉を見

る～」をテーマとしたグループ（２年）が，研究の一環として共生社会の実現を目指し

た福祉教育に係る模擬授業を行った。 

  （ア）「Peace Keeping Project ～若い世代と共に平和について考えよう～」 

     佐倉市立間野台小学校（１時間），佐倉市立佐倉小学校（３時間） 

  （イ）「皆が安全に暮らせる環境作りとは～点字ブロックを通して福祉を見る～」 

    佐倉市立内郷小学校（１時間） 

  イ 佐倉市役所との連携 

 「佐倉市総合計画策定のための高校生によるまちづくりワークショップ」（詳細は，研

究開発２に記述） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 成果と課題 

  同窓会との連携については，昨年に引き続きドイツに係る講演をしていただいた。生徒は，

異文化を理解すること，グローバル社会の課題，グローバル社会での自己の在り方などにつ

いて考えを深めることができた。他に，海外研修に参加する生徒に対して成田空港に勤務し

ている方（ＮＡＡグループ鹿山会）から講話を行っていただいたり，ゆるスポーツを研究し

ているグループ（１年）の支援をいただいたりしている。 

  地域との連携については，昨年に引き続き，佐倉市内の小学校で生徒が模擬授業を行った。

生徒は，グローバルな課題の解決には地域の教育が不可欠であることを改めて認識していた。

また，佐倉市役所と連携して課題研究に係るワークショップに生徒が参加したり，外国人向

けの菓子の開発を行ったグループが考案した和菓子の販売を地域の和菓子店に協力していた

だいたりするなど地域の力を活用している。これらは，生徒にとって自己の研究が地域の課

題解決に生かされていることを実感できる活動となっている。 


